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関係した特性量等の影響を明らかにしている。また第 5 章では第 4 章の結果を実験的に検証している。第 4 章の解析
ではテーパ管のテーパ角が小さいと仮定されているが，第 6 章ではその仮定を取り除いた解析を行いテーパ角の影響
を理論的に明らかにし，併せて脈動波形の影響についても論じている。更に第 7 章ではフロートに対する相対流の非
定常性が脈動誤差におよぽす影響を理論的に考察している。
気体を扱うフロート形流量計では比較的低流量時にブロートに自励振動が生じる場合がある。第 8 章では測定系を
モデル化しこの現象を扱っている。測定管上流のタンク容積が小さい場合には測定管入口部の圧力損失を無視しても
自励振動発生限界流量は実験値と良くあうが，タンク容積が大きい場合には上記モデルは過大な限界流量を与えるこ
とを実験的に示している。また，タンク容積が大きい場合には仮想的な測定管入口圧力損失を考慮することにより実
験結果と良く合う結果が得られることを見出した。
以上のように，本論文はフロート形面積流量計の適用範囲の拡大および精度の向上に関するいくつかの注目すべき
研究成果をまとめたものであり，博士論文として価値あるものと認める。
